
 ３月定例会 

一般質問に４議員が登壇 享～侠

議会報告会 許

予算審査Ｑ＆Ａ 距～漁

こんなことが決まりました 禦～亨

意見書 僑

Topic議会・編集後記 兇

 発行/北海道和寒町議会　編集/議会広報委員会

※「ワットサム」とはアイヌ語でワット（にれ
の木）・サム（傍）という意味で、わっさむの
語源です。

▲子育て支援センター「子ども館」　　～ 町内公共施設の利用者シリーズ ～
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議会報告会

４月15日～16日に、三和地域センター・大成寿の家・中和地域センター及び町民センター

子供会室において、議会報告会を開催しました。

議会報告会では、各常任委員会の活動報告や、議員の報酬・定数などの話をさせていただ

き、参加された皆さんから意見等を伺いました。

参加者数は４会場合わせ63名でした。

三和地域センタ三和地域センターー 大成寿の大成寿の家家

多数のご意見をいただきありがとうございました多数のご意見をいただきありがとうございました。。

中和地域センタ中和地域センターー 町民センター子供会町民センター子供会室室

議会議会報報告会告会４会場４会場でで

開開 催催

今回の議会報告会での報告内容や質疑等につきましては、

まとまり次第「議会だより号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外号外 」として発信させていただきます。
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予算審査Ｑ＆Ａ

　
平
成
　
年
度
の
一
般
会
計

25

・
５
特
別
会
計
・
病
院
事
業

会
計
は
、
３
月
　
日
～
　
日

12

15

ま
で
の
４
日
間
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
（
酒
向
勤
委
員

長
、
金
谷
浩
幸
副
委
員
長
）

で
慎
重
に
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
理
事
者
お
よ
び
各
課
主
任

以
上
が
出
席
し
、
質
疑
終
了

後
に
討
論
・
採
決
が
行
わ
れ

委
員
会
と
し
て
は
各
会
計
と

も
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

　
３
月
　
日
に
再
開
し
た
本

15

会
議
に
お
い
て
、
酒
向
委
員

長
か
ら
委
員
会
審
査
報
告
が

な
さ
れ
、
各
会
計
と
も
委
員

長
報
告
の
と
お
り
原
案
可
決

と
な
り
ま
し
た
。

一般会計
拡拡
 充充

元
気
づ
く
り
支
援
事
業

　
幅
広
い
分
野
で
の
活
用
に
よ
り

地
域
の
活
性
化
を

平成25年度
予　算

原原原原原原原原原原案案案案案案案案案案可可可可可可可可可可原案可決決決決決決決決決決決

総総総総総総総総総総額額額額額額額額額額 66666666661111111111億億億億億億億億億億5555555555,,,,,,,,,,444444444411111111113333333333万万万万万万万万万万総額  61億5,413万円円円円円円円円円円円
一般会計　　41億8,000万円
５特別会計　14億8,426万円
病院事業会計 4億8,987万円
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予算審査Ｑ＆Ａ

Ｑ
 庁
舎
は
非
常
用
発
電
設

備
を
検
討
す
る
よ
う
だ
が
、

避
難
所
と
な
っ
て
い
る
地

域
の
自
治
会
館
の
対
策
は
。

Ａ
 庁
舎
の
検
討
の
中
で
対

応
可
能
か
ど
う
か
、
燃
料

の
問
題
等
検
討
さ
れ
る
と

思
っ
て
い
る
。

市
街
よ
り
農
家
の
方
は

発
電
機
等
、
色
々
と
揃
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
被
害

が
少
な
い
と
思
う
。
ど
こ

か
ら
対
応
す
る
か
と
い
う

点
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

Ｑ
 庁
舎
周
辺
整
備
工
事
の

内
容
と
、
工
事
時
期
は
。

Ａ
 庁
舎
正
面
の
駐
車
場
及

び
通
路
部
分
の
ひ
び
割
れ

や
水
た
ま
り
の
補
修
と
、

町
民
広
場
の
れ
ん
が
タ
イ

ル
の
修
理
、
街
灯
の
故
障

に
よ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
を

計
画
し
、
春
か
ら
実
施
を

考
え
て
い
る
。

Ｑ
 ひ
だ
ま
り
の
太
陽
光
発

電
は
、
採
算
だ
け
で
判
断

す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、

町
民
に
正
し
い
デ
ー
タ
の

提
供
を
お
願
い
す
る
。

Ａ
 売
電
だ
け
で
は
な
く
、

Ｃ
Ｏ
２

削
減
の
効
果
も
あ

り
、
町
の
省
エ
ネ
事
業
も

３
年
間
延
長
さ
せ
て
も
ら

う
。
太
陽
光
発
電
は
町
民

の
関
心
も
高
い
と
思
わ
れ

る
の
で
、
こ
れ
ま
で
も
広

報
誌
で
お
知
ら
せ
し
て
い

る
が
、
今
後
も
周
知
し
て

い
く
。

Ｑ
 わ
っ
さ
む
元
気
づ
く
り

支
援
事
業
の
周
知
方
法
は
。

郵
便
局
や
信
金
、
農
協

な
ど
人
の
集
ま
る
窓
口
で

の
周
知
徹
底
を
。

Ａ
 広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
、
事
業
概
要

の
チ
ラ
シ
作
成
を
し
、
周

知
徹
底
に
努
め
る
。
相
談

時
の
配
付
や
色
々
な
集
ま

る
機
会
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

た
い
。

い
た
だ
い
た
意
見
も
参

考
に
対
応
を
考
え
て
い
く
。

Ｑ
 自
治
会
活
動
推
進
交
付

金
を
一
括
で
交
付
す
る
と

の
こ
と
で
、
総
額
は
変
わ

ら
な
い
よ
う
だ
が
、
自
治

会
ご
と
に
増
減
す
る
と
こ

ろ
は
あ
る
の
か
。

Ａ
 過
去
４
年
間
の
平
均
額

で
算
出
し
て
い
る
の
で
、

自
治
会
単
位
で
み
れ
ば
平

成
　
年
と
比
較
す
る
と
増

24
減
が
発
生
し
て
く
る
。

　Ｑ
 長
寿
祝
い
金
の
基
準
日

と
配
布
時
期
だ
が
、
対
象

に
な
っ
て
か
ら
配
付
ま
で

一
年
以
上
経
過
す
る
人
が

い
る
。

誕
生
月
を
基
準
に
、
翌

月
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
 今
の
制
度
は
敬
老
の
日

に
渡
し
、
お
祝
い
を
す
る

祝
い
金
で
あ
る
。

基
準
日
、
配
布
日
も
含

め
て
前
向
き
に
検
討
し
た

い
。

Ｑ
 葬
斎
場
環
境
整
備
工
事

実
施
時
期
と
期
間
は
。

Ａ
 雪
解
け
後
工
事
し
、
２

ヶ
月
か
ら
３
カ
月
か
か
る

予
定
。

議会費 11,456円 1.05％

総務費 6万4,197円 5.85％

民生費 13万2,277円 12.06％

衛生費 11万9,176円 10.87％

農林業費 14万6,994円 13.41％

商工費 3万1,741円 2.90％

土木費 19万6,301円 17.90％

消防費 5万6,447円 5.15％

教育費 7万9,641円 7.26％

災害復旧費 2,890円 0.26％

公債費 10万1,122円 9.22％

給与費 15万3,744円 14.02％

諸支出金・予備費 551円 0.05％

約109万6,500円
町民１人

当た
町民１人

当たりり
一般会計予算

私たちの税金はどの分野に
どれくらい使われているの？

※１人当たりの金額は、平成25年３月末現在の

人口3,812人で計算しています。

Ｑ
＆
Ａ
査

審

算

予
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予算審査Ｑ＆Ａ

Ｑ
 葬
斎
場
連
絡
通
路
の
距

離
は
何
メ
ー
ト
ル
か
。

工
事
内
容
は
連
絡
通
路

だ
け
で
良
い
の
か
。

Ａ
 連
絡
通
路
は
　
メ
ー
ト

33

ル
に
な
る
。

連
絡
通
路
、
駐
車
場
整

備
、
葬
斎
場
入
口
ド
ア
を

開
き
ド
ア
か
ら
引
き
戸
に

し
、
内
側
は
自
動
ド
ア
に

す
る
。
待
合
棟
外
壁
改
修

や
屋
根
塗
装
も
実
施
す
る
。

Ｑ
 ペ
ポ
南
瓜
の
今
年
の
栽

培
面
積
、
栽
培
戸
数
は
。

良
い
商
品
開
発
に
な
る

よ
う
栽
培
農
家
も
携
わ
っ

て
も
ら
い
た
い
。 

Ａ
 栽
培
講
習
会
を
開
催
し
、

農
協
と
募
集
を
図
っ
て
い

く
。
現
在
の
と
こ
ろ
作
付

面
積
は
５
．
２
　
、
栽
培

ha

戸
数
は
　
戸
と
な
っ
て
い

32

る
。町

長
の
重
要
政
策
で
あ

る
た
め
、
各
事
業
を
検
討

し
な
が
ら
良
い
も
の
を
作

っ
て
い
く
。

Ｑ
 焼
却
施
設
は
両
町
の
負

担
割
は
頭
数
割
な
の
か
。

和
寒
の
頭
数
だ
け
が
増

え
て
、
剣
淵
の
頭
数
が
増

え
な
い
と
い
う
こ
と
は
な

い
の
か
。

Ａ
 焼
却
す
る
個
体
の
重
さ

（
重
量
割
）
に
応
じ
て
試

算
し
て
い
る
。

現
地
で
の
埋
設
は
可
能

と
な
っ
て
い
る
。
施
設
に

持
っ
て
こ
ら
れ
な
い
場
合

等
、
搬
入
の
仕
方
に
つ
い

て
も
統
一
し
た
方
向
で
実

施
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
 新
規
就
農
補
助
に
お
い

て
、
リ
ス
ク
が
あ
る
た
め

人
数
の
制
限
な
ど
検
討
し

て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
 制
度
に
つ
い
て
は
十
分

検
討
し
適
正
な
事
業
が
進

め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
国
の
制

度
と
合
わ
せ
て
進
め
て
い

き
た
い
。

　Ｑ
 旧
三
和
牧
場
は
い
つ
ま

で
お
い
て
お
く
の
か
。

Ａ
 今
後
の
利
用
が
は
っ
き

り
し
て
い
な
い
の
で
、
施

設
の
維
持
を
し
て
い
き
た

い
。
何
か
の
施
設
と
し
て

管
理
・
活
用
す
る
か
も
し

れ
な
い
の
で
、
将
来
的
に

活
用
方
法
が
決
ま
る
ま
で

維
持
し
て
い
き
た
い
。

　Ｑ
 育
林
等
に
関
す
る
雇
用

の
目
標
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

Ａ
 間
伐
は
年
間
　
　
、
皆

18
ha

伐
は
年
間
６
　
の
目
標
を

ha

掲
げ
て
い
る
。
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
事
業
と
町
有
林
整

備
を
通
年
の
事
業
と
し
て

実
施
す
る
こ
と
を
想
定
し

て
お
り
、
雇
用
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
と
考
え
て
い

る
。

Ｑ
 南
丘
公
園
も
設
営
か
ら

　
年
が
経
過
し
、
橋
や
防

20護
柵
等
の
劣
化
が
目
立
つ
。

部
分
的
な
修
繕
で
は
な
く
、

一
度
公
園
全
体
を
改
修
し

て
み
る
べ
き
で
は
。

Ａ
 南
丘
公
園
は
修
繕
が
必

要
だ
と
判
断
さ
れ
る
と
き

に
ど
う
す
る
か
考
え
る
べ

き
で
、
今
は
必
要
最
小
限

の
整
備
に
留
め
た
い
。

Ｑ
 バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事

の
進
捗
状
況
は
。

Ａ
 全
体
で
は
平
成
　
年
度

28

ま
で
の
予
定
で
、
平
成
　24

年
度
で
　
％
が
完
了
し
、

65

平
成
　
年
度
で
　
％
、
総

25

71

延
長
１
万
１
０
０
メ
ー
ト

ル
の
完
了
と
な
る
。

Ｑ
 図
書
館
、
蔵
書
冊
数
の

状
況
と
最
大
冊
数
は
。

Ａ
 平
成
　
年
度
の
購
入
・

24

寄
贈
・
廃
棄
も
見
込
み
、

平
成
　
年
度
末
で
８
万
５

24

１
０
０
冊
と
な
る
予
定
。

最
大
冊
数
は
平
成
　
年
度

27

末
を
目
途
に
８
万
６
０
０

０
冊
を
見
て
い
る
。

Ｑ
 イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
ロ

タ
ウ
イ
ル
ス
は
流
行
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

予
防
接
種
を
受
け
て
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た

人
は
。

Ａ
 今
年
に
限
っ
て
は
予
防

接
種
の
型
が
合
わ
ず
、
予

防
接
種
を
し
た
方
で
も
か

な
り
の
人
数
が
か
か
っ
て

い
た
が
、
予
防
接
種
を
し

た
こ
と
で
軽
く
済
ん
だ
と

い
う
人
も
お
り
、
判
断
し

か
ね
る
。
効
果
を
出
す
年

も
あ
る
た
め
、
引
き
続
き

接
種
し
て
ほ
し
い
。

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
関
し

て
は
予
防
接
種
の
効
果
は

あ
る
と
思
う
が
、
予
防
接

種
を
受
け
た
人
が
か
な
り

小
数
だ
っ
た
。

▲葬斎場



条
例
な

条
例
な
どど

【
和
寒
町
賃
貸
住
宅
建
設

促
進
条
例
の
制
定
】

（
８
名
賛
成
可
決
）

　
定
住
人
口
の
増
加
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
賃
貸
住
宅

の
建
設
促
進
の
た
め
の
助
成

制
度
を
条
例
と
し
て
制
定
し

ま
し
た
。

【
和
寒
町
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例

の
制
定
】（

全
員
賛
成
可
決
）

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
特
別
措
置
法
の
公
布
に

よ
り
、
市
町
村
で
の
対
策
本

部
の
条
例
制
定
が
必
要
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
制
定
し
ま
し

た
。

【
和
寒
町
生
ご
み
処
理
場

設
置
条
例
の
一
部
改
正
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

　
和
寒
町
・
剣
淵
町
・
士
別

市
の
１
市
２
町
で
運
営
の
生

ご
み
処
理
施
設
に
お
い
て
、

士
別
市
の
脱
退
に
よ
り
２
町

で
運
営
す
る
よ
う
に
条
例
を

改
正
し
ま
し
た
。

【
和
寒
町
防
災
会
議
条
例

の
一
部
改
正
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

　
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正

に
よ
り
、
会
議
の
役
割
の
見

直
し
と
、
委
員
に
自
主
防
災

組
織
関
係
者
ま
た
は
学
識
経

験
者
を
加
え
る
た
め
条
例
を

改
正
し
ま
し
た
。

 

【
和
寒
町
災
害
対
策
本
部

条
例
の
一
部
改
正
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

　
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正

に
よ
り
、
文
言
整
理
た
め
条

例
を
改
正
し
ま
し
た
。

【
和
寒
町
保
育
所
条
例
の

一
部
改
正
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

　
一
時
保
育
事
業
に
お
い
て
、

「
１
日
あ
た
り
」
と
し
て
い

た
も
の
を
半
日
単
位
に
細
分

化
す
る
た
め
の
条
例
改
正
を

行
な
い
ま
し
た
。

 

【
平
成
　
年
度
国
民
健
康

24

保
険
町
立
和
寒
病
院
事
業

会
計
資
本
剰
余
金
の
処
分
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

　
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、

資
本
剰
余
金
の
処
分
に
議
会

の
議
決
が
必
要
な
こ
と
か
ら

議
決
し
ま
し
た
。

【
町
道
の
認
定
及
び
廃
止
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

　
今
後
実
施
予
定
の
林
道
整

備
事
業
の
計
画
に
向
け
て
、

認
定
及
び
廃
止
を
議
決
し
ま

し
た
。

【
上
川
北
部
地
区
広
域
市

町
村
圏
振
興
協
議
会
の
廃

止
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

　
当
該
協
議
会
に
お
け
る
役

目
を
終
え
た
こ
と
か
ら
協
議

会
の
廃
止
を
議
決
し
ま
し
た
。

【
和
寒
町
森
林
整
備
計
画

の
変
更
】（

全
員
賛
成
可
決
）

　
道
の
事
業
計
画
に
あ
わ
せ
、

文
言
追
加
・
整
理
の
た
め
の

変
更
が
さ
れ
ま
し
た
。
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３
月
定
例
議
会
（
第
１
回
定
例
会
）
は
、
平
成
　
年
３

25

月
４
日
か
ら
　
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
条
例
の
制
定
・
改
正

15

や
補
正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
　
年
度
の
各
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
予
算

25

審
査
特
別
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
、
最
終
日
に
は
審
議
結
果

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

３

月

会

定

例

議

改正後の区分と保育料

保育料額単位区　分

1,000円半日
３歳未満

2,000円１日

900円半日
３歳以上

1,800円１日

指定管理者として賛成可 指定管理者として賛成可決決

木木木木木木木木木木木木木木木木質質質質質質質質質質質質質質質質ババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイオオオオオオオオオオオオオオオオママママママママママママママママスススススススススススススススス燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃料料料料料料料料料料料料料料料料製製製製製製製製製製製製製製製製造造造造造造造造造造造造造造造造施施施施施施施施施施施施施施施施木質バイオマス燃料製造施設設設設設設設設設設設設設設設設設
稼働へ向けて稼働へ向けて　



【
公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

　
指
定
さ
れ
た
内
容
は
左
表

の
と
お
り
で
す
。

 

補
正
予

補
正
予
算算

　
３
月
定
例
会
に
お
け
る
各

会
計
の
主
な
補
正
額
は
次
ペ

ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

　
各
事
業
に
お
い
て
事
業
費

確
定
に
伴
う
精
査
が
行
な
わ

れ
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

農
業
体
質
強
化
基
盤
整
備
事

業
な
ど
の
各
種
工
事
費
の
増

に
よ
り
大
き
く
増
額
補
正
さ

れ
て
い
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

　
医
療
費
の
増
に
伴
い
療
養

給
付
費
・
療
養
費
・
高
額
医

療
費
が
そ
れ
ぞ
れ
増
額
補
正

さ
れ
ま
し
た
。

【
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

　
下
水
終
末
処
理
場
外
壁
等

改
修
工
事
の
執
行
残
に
よ
り

減
額
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

　
保
険
料
の
増
に
よ
り
広
域

連
合
の
負
担
金
が
増
額
補
正

さ
れ
ま
し
た
。

【
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

　
保
険
事
業
勘
定
に
お
い
て

は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増

減
に
伴
う
給
付
費
の
調
整
等

の
補
正
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定

に
お
い
て
は
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
芳
生
苑
の
耐
震
診

断
業
務
委
託
の
執
行
残
等
に

よ
り
減
額
補
正
が
さ
れ
ま
し

た
。【

町
立
和
寒
病
院
事
業
会

計
補
正
予
算
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

　
人
件
費
の
精
査
や
、
患
者

数
の
変
動
に
よ
る
薬
品
費
等

の
減
、
Ｃ
Ｔ
撮
影
装
置
等
購

入
の
執
行
残
に
よ
る
減
額
補

正
が
さ
れ
ま
し
た
。
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【
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
及
び
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に

関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条

例
の
制
定
】（

８
名
賛
成
可
決
）

【
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移

動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
係

る
道
路
の
構
造
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

【
道
路
の
構
造
の
技
術
的
基

準
等
を
定
め
る
条
例
の
制
定
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

【
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
設

置
条
例
の
一
部
改
正
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

【
公
営
住
宅
条
例
の
一
部
改

正
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

 

【
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部

改
正
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

【
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例

の
一
部
改
正
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

地
域
主
権
一
括
法
と
は
？

　
国
の
法
令
等
に
よ
っ
て

多
く
の
「
義
務
付
け
」
や

「
枠
付
け
」
が
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
見
直

し
、
地
域
に
関
す
る
こ
と

は
地
方
自
治
体
の
条
例
で

規
定
す
る
よ
う
に
な
る
も

の
で
す
。

　
今
回
、
そ
の
影
響
に
よ

り
７
本
の
条
例
が
制
定
ま

た
は
一
部
改
正
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
省
令

等
で
規
定
さ
れ
て
い
た
も

の
と
ほ
ぼ
同
じ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主
権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括
法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関

地
域
主
権
一
括
法
関
連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連

和寒町木質バイオマス燃料製造施設名　　称

和寒町環境整備事業協同組合

理事長　藤村光司
指定管理者

平成25年４月10日～

　平成28年３月31日まで
指定の期間

▲実際に製造されたチップ
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各会計の主な補正内容

(※１万円未満切り捨て表記)

国民健康保険特別会計一 般 会 計

○療養給付費（一般・退職） 800万○財政調整基本積立金 7,229万

○療養費（一般） 150万○ふるさとまちづくり応援基金積立金 140万

○高額療養費（一般） 670万○障がい者自立支援給付費 830万

○高額医療費拠出金 327万○保育所耐震等改修工事 △ 167万

○保険財政共同安定化事業拠出金 121万○士別市し尿前処理施設更新負担金 △ 153万

○特定健診委託 △ 100万○経営体育成支援事業補助 △ 208万

○成人保健業務委託 △ 100万○環境保全型農業直接支払交付金 △ 5,187万

○直営診療施設繰出金 210万○除塵スクリーン設置調査設計委託 200万

後期高齢者医療特別会計○防塵スクリーン設置工事 
1億6,900万

○保険料等負担金 220万○農業体質強化基盤整備工事 

○一般会計繰出金 122万○移住定住促進滞在施設整備工事 
8,590万

介護保険特別会計保険事業勘定○農村体験交流施設整備工事 

○サービス計画給付費 200万○農業生産法人誘致対策補助 △ 130万

○居宅介護サービス給付費 407万○林業専用道開設事業測量設計委託 △ 758万

○施設介護サービス給付費 △ 800万○除雪トラック 645万

○高額介護サービス等費 150万○償還元金 △ 1,555万

介護保険特別会計介護サービス事業勘定公共下水道事業特別会計

○芳生苑耐震診断業務委託　他○和寒下水終末処理場外壁等改修工事

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

問
 
防
塵
ス
ク
リ
ー
ン
設
置

工
事
と
し
て
除
塵
機
を
設

置
と
の
こ
と
だ
が
、
イ
タ

ド
リ
や
折
れ
た
枝
な
ど
に

対
応
で
き
る
の
か
。

答
 
調
査
設
計
段
階
で
実

際
の
ゴ
ミ
等
に
対
応
で
き

る
も
の
を
勘
案
し
て
設
置

し
て
い
き
た
い
。

問
 
農
業
体
質
強
化
基
盤
整

備
で
、
改
良
区
が
事
業
主

体
の
場
合
に
立
替
払
い
の

分
が
農
業
者
に
と
っ
て
は

負
担
が
大
き
い
。

答
 
事
務
費
等
は
徴
収
し
な

い
よ
う
に
話
を
し
た
が
、

改
良
区
の
運
用
で
仕
方
な

い
部
分
も
あ
る
こ
と
を
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

※
質
疑
は
抜
粋
し
て
掲
載
し

て
い
ま
す
。

◆
こ
ん
な
質
疑
応
答
が

あ
り
ま
し
た
◆

平成24年度各会計補正予算一覧表

（※１万円未満切り捨て表記）

補正後の額補 正 額会 計 別

49億2,639万2億6,756万一 般 会 計

6億5,706万2,011万
国民健康保険

特別会計

1億8,303万△ 117万
公共下水道事業

特別会計

5,912万342万
後期高齢者医療

特別会計

5億1,441万34万
介護保険特別会計

保険事業勘定

2,067万△ 51万
介護保険特別会計

介護サービス事業勘定

６月 です。　議会を傍聴してみませんか？　　
　議会の傍聴は、傍聴者受付簿にお名前と住所を記入していただくだけで、面倒な手続きは必要なく、

どなたでも傍聴できます。

町政を知る良い機会ともなりますし、皆様の暮らしや、より良い町づくりを議会とともに考えてみま

せんか？みなさんのお越しをお待ちしております。

詳しくは議会事務局へ　TEL 32-2436

次回の定
例会は

}
}
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公
営
住
宅
の
改
修
 

早
期
の
実
施
を

平
成
　
年
に
公
営
住
宅

23

等
長
寿
命
化
計
画
を
立
て
、

屋
根
塗
装
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。

若
草
団
地
は
、
平
成
　26

年
度
か
ら
３
棟
の
居
住
性

・
福
祉
対
応
型
の
大
規
模

改
善
事
業
が
計
画
さ
れ
て

い
る
が
、
計
画
の
前
倒
し

な
ど
早
期
の
実
施
を
。

伊
藤
町
長

本
町
で
は
、
良
質
な
住

宅
ス
ト
ッ
ク
形
成
を
目
的

と
し
た
「
公
営
住
宅
等
長

寿
命
化
計
画
」
を
策
定
し
、

効
率
的
・
効
果
的
に
住
居

改
善
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。

質
問
の
若
草
団
地
は
、

　
棟
１
２
４
戸
で
形
成
さ

31れ
て
お
り
、
計
画
で
は
　19

棟
　
戸
に
つ
い
て
居
住
性

76
の
向
上
と
福
祉
対
応
を
考

虜
し
た
改
善
が
必
要
と
な

っ
て
い
る
。
内
容
と
し
て

は
壁
・
窓
な
ど
の
断
熱
化
、

手
す
り
設
置
及
び
床
段
差

解
消
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

等
が
あ
る
。

計
画
達
成
の
た
め
に
平

成
　
年
度
か
ら
整
備
に
着

26
手
す
る
予
定
で
、
実
施
に

向
け
た
技
術
的
検
討
を
行

っ
て
い
る
が
、
入
居
者
の

家
族
構
成
や
年
齢
構
成
の

推
移
、
工
事
に
伴
う
仮
住

居
へ
の
移
動
や
改
修
後
の

家
賃
改
定
な
ど
の
課
題
が

あ
り
、
入
居
者
の
方
々
の

意
見
を
聞
き
慎
重
に
計
画

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

ペ
ッ
ト
や
空
き
室
等
 

諸
課
題
の
対
策
は

公
営
住
宅
の
ペ
ッ
ト
の

対
応
や
ジ
ュ
ネ
ス
ハ
ウ
ス

空
き
対
策
の
た
め
に
入
所

者
基
準
年
齢
の
緩
和
見
直

し
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

伊
藤
町
長

現
在
、
ペ
ッ
ト
飼
育
者

が
　
件
と
減
少
し
て
い
る

22
が
完
全
解
消
に
は
至
っ
て

お
ら
ず
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
該
当
者
へ
の
理
解

と
協
力
を
お
願
い
す
る
。

ジ
ュ
ネ
ス
ハ
ウ
ス
は
、

３
月
８
日
現
在
空
き
室
が

な
く
、
入
居
者
基
準
年
齢

に
つ
い
て
は
現
行
水
準
の

ま
ま
と
考
え
て
い
る
。

教
員
住
宅
の
改
修
や
 

空
き
住
宅
に
つ
い
て

和
寒
小
学
校
・
中
学
校

の
教
員
住
宅
の
入
居
現
状

と
こ
れ
か
ら
の
改
修
計
画

及
び
教
員
住
宅
の
空
き
家

の
考
え
方
は
。

星
教
育
長

ま
ず
入
居
状
況
と
し
て
、

異
動
対
象
教
職
員
は
小
学

校
　
人
中
　
人
が
町
内
に

16

10

居
住
で
６
人
が
通
勤
、
中

学
校
で
は
　
人
中
６
人
が

15

居
住
で
　
人
が
通
勤
、
現

11

在
空
い
て
い
る
教
員
住
宅

は
４
戸
と
な
っ
て
い
る
。

改
修
計
画
は
、
屋
根
塗

装
は
　
年
前
後
を
目
安
に

10

実
施
し
て
い
る
。
内
部
は
、

こ
れ
ま
で
ボ
イ
ラ
ー
や
風

呂
ユ
ニ
ッ
ト
の
取
り
換
え

な
ど
一
通
り
終
わ
っ
て
い

る
。教

職
員
に
は
出
来
る
だ

け
地
域
に
居
住
し
て
も
ら

う
こ
と
が
ベ
ス
ト
で
あ
り
、

人
事
に
関
わ
っ
て
は
、
地

元
に
住
ん
で
も
ら
う
こ
と

を
強
く
要
望
し
な
が
ら
進

め
て
き
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
へ
の
 

具
体
的
な
行
動
は

町
長
は
「
日
本
の
農
業

を
守
る
た
め
の
政
策
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
早
急
に

議
論
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

私
ど
も
も
Ｊ
Ａ
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
、
適
時
適

切
に
そ
の
行
動
を
展
開
し

て
行
く
」
と
執
行
方
針
で

述
べ
て
い
る
が
、
具
体
的

な
行
動
展
開
は
。

伊
藤
町
長

十
分
な
国
民
的
議
論
が

行
わ
れ
ず
、
農
業
政
策
の

具
体
的
な
内
容
も
示
さ
れ

な
い
中
、
交
渉
へ
の
参
加

を
表
明
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
現
状
に
遺
憾
の
念
を

抱
い
て
お
り
、
議
員
・
町

民
の
皆
さ
ん
も
同
様
で
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。

一
刻
も
早
く
大
き
な
う

ね
り
と
し
て
反
対
行
動
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
今
後
と
も
共

に
反
対
行
動
し
て
い
く
。

石
田
利
美
議
員

問 公営住宅等長寿命化計画の促進は
 ●答  入居者の意見を聞き、理解をいただき進めていく

問 教員住宅の今後のありかたは
 ●答  これからも地元に住んでもらうよう要望

問 日本のＴＰＰ交渉参加については
 ●答  今後も交渉参加に反対を貫く

▲士別で開催されたＴＰＰ参加断固阻
止総決起大会

▲若草団地
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問 平成25年度の元気な予算と執行は

●答  重点施策４本柱と元気づくり支援を

問 南丘森林公園の今後は
 ●答  費用対効果を考え、最小限の保全で

２
０
１
３
年
度
 

予
算
編
成
に
つ
い
て

２
期
目
の
総
括
と
任
期

最
後
の
行
政
執
行
と
予
算

編
成
に
あ
た
り
、
重
点
施

策
４
本
柱
の
産
業
振
興
、

社
会
環
境
充
実
、
担
い
手

育
成
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
具
体
策
は
。
ま
た
、

防
災
対
策
事
業
、
公
共
事

業
へ
の
取
り
組
み
、
更
に

は
担
い
隊
及
び
わ
っ
さ
む

元
気
づ
く
り
支
援
事
業
の

効
果
と
期
待
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

伊
藤
町
長

総
括
と
し
て
第
５
次
総

合
計
画
に
沿
っ
て
進
め
、

重
点
と
し
て
子
育
て
支
援

を
実
施
。
そ
の
他
、
担
い

隊
制
度
、
有
害
鳥
獣
対
策
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の

推
進
、
商
工
観
光
事
業
の

支
援
、
中
学
校
移
転
改
修
、

生
徒
の
国
際
交
流
事
業
、

耐
震
改
修
等
を
進
め
、
元

気
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
き
た
。

ス
ト
ラ
イ
プ
ペ
ポ
の
研

究
開
発
、
基
盤
整
備
事
業

に
取
り
組
む
農
家
へ
の
負

担
軽
減
、
観
光
資
源
を
生

か
し
た
交
流
人
口
の
増
加

を
図
る
イ
ベ
ン
ト
広
場
造

成
、
塩
狩
峠
の
環
境
整
備

等
を
進
め
た
い
。

ま
た
中
学
生
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
の
継
続
、
民

間
賃
貸
住
宅
促
進
事
業
の

実
施
。
防
災
の
観
点
か
ら

河
川
改
修
、
自
家
発
電
設

備
の
導
入
。
ま
た
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
事
業
も
継
続
。

新
規
就
農
対
策
や
担
い

隊
３
期
生
の
募
集
を
進
め
、

更
に
は
郷
土
資
料
館
の
あ

り
方
も
検
討
し
て
い
く
。

○
再
質
問

昨
年
の
一
般
質
問
で
も

防
災
無
線
の
質
問
を
し
た

が
、
ま
ず
は
災
害
を
い
ち

早
く
町
民
に
周
知
伝
達
す

る
こ
と
が
大
事
だ
。

先
の
答
弁
で
は
、
引
き

続
き
研
究
検
討
す
る
と
の

内
容
で
終
わ
っ
て
い
る
が

一
番
大
事
な
こ
と
で
あ
り

そ
の
後
の
対
応
は
。

広
富
総
務
課
長

情
報
通
信
関
係
の
企
業

等
か
ら
も
情
報
収
集
等
し

て
い
る
が
、
現
時
点
で
は

具
体
的
な
も
の
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

元
気
づ
く
り
支
援
事
業
 

成
果
と
今
後
は

保
土
沢
産
業
振
興
課
長

平
成
　
年
度
は
４
本
の

23

事
業
に
合
計
約
１
０
０
万

円
の
補
助
を
し
、
平
成
　24

年
度
は
今
の
と
こ
ろ
５
件

の
事
業
が
展
開
中
。

○
再
質
問

　
元
気
づ
く
り
事
業
は
隣

町
よ
り
差
が
あ
る
こ
と
は

み
ん
な
が
認
め
る
と
こ
ろ

だ
。
元
気
不
足
は
町
長
も

議
会
も
責
任
が
あ
る
。

　
２
０
３
５
年
に
は
剣
淵

町
よ
り
人
口
が
５
０
０
人

少
な
く
な
る
と
い
う
予
測

だ
が
、
ど
う
す
れ
ば
元
気

な
ま
ち
に
し
て
い
け
る
か
。

伊
藤
町
長

農
業
、
商
工
業
の
基
盤

を
し
っ
か
り
つ
く
り
、
住

み
よ
い
環
境
の
中
で
、
定

住
・
移
住
に
結
び
つ
け
て

い
き
、
町
民
の
方
と
知
識

等
を
交
換
し
な
が
ら
事
業

に
結
び
つ
け
た
い
。

南
丘
森
林
公
園
の
 

再
点
検
を

南
丘
森
林
公
園
は
、
平

成
３
年
か
ら
道
営
事
業
の

水
環
境
整
備
事
業
に
よ
っ

て
着
工
。
一
部
完
成
に
よ

り
、
平
成
６
年
か
ら
南
丘

森
林
公
園
と
し
て
一
部
オ

ー
プ
ン
。
平
成
　
年
に
全

11

面
完
成
し
、
本
ス
タ
ー
ト

が
切
ら
れ
た
。

オ
ー
プ
ン
以
来
　
年
近

20

く
経
ち
、
木
造
建
造
物
も

部
分
的
に
大
幅
改
修
が
必

要
と
な
り
、
来
園
者
か
ら

も
不
満
の
声
も
聞
か
れ
る

状
況
か
ら
、
完
成
時
の
原

点
に
立
ち
返
り
、
総
点
検

と
今
後
の
公
園
運
営
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

伊
藤
町
長

農
業
用
水
の
た
め
放
水

も
あ
り
、
キ
ャ
ン
プ
時
期

の
対
応
も
限
度
が
あ
る
。

今
の
自
然
を
残
し
保
全

す
る
も
の
は
保
全
し
、
自

然
を
堪
能
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
配
慮
し
維
持
管
理

し
て
い
く
。

○
再
質
問

和
寒
町
の
観
光
入
り
込

み
数
は
約
５
万
５
０
０
０

人
ほ
ど
と
い
わ
れ
て
い
る
。

キ
ャ
ン
プ
場
の
売
り
上

げ
も
開
園
当
初
の
５
分
の

１
程
度
に
低
下
。
来
園
者

の
期
待
に
応
え
て
い
な
い
。

危
険
な
箇
所
も
あ
り
、

今
一
度
総
点
検
を
望
む
。

伊
藤
町
長

必
要
最
小
限
の
修
理
等

は
行
う
が
管
理
方
法
は
現

状
通
り
と
考
え
て
い
る
。

兼
丸
曻
議
員

▲南丘森林公園
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ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
は

学
校
給
食
が
実
施
さ
れ

数
年
経
過
す
る
が
、
ア
レ

ル
ギ
ー
対
策
は
ど
の
よ
う

に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

星
教
育
長

学
校
給
食
の
ア
レ
ル
ギ

ー
は
、
昨
年
　
月
東
京
の

12

小
学
校
で
給
食
を
食
べ
た

児
童
が
死
亡
し
た
と
い
う

痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し

て
い
る
。

そ
の
対
策
に
つ
い
て
、

統
一
さ
れ
た
対
策
が
無
い

こ
と
か
ら
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

本
町
の
小
中
学
校
で
は
、

４
月
の
新
入
学
児
童
生
徒

に
入
学
式
前
に
保
護
者
か

ら
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
細
か
い
調
査
を
行
っ

て
い
る
。

平
成
　
年
４
月
現
在
で

24

は
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
児

童
生
徒
は
　
人
で
あ
る
。

33

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

一
ヶ
月
毎
に
「
ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
献
立
表
」
を
作
成

し
、
学
校
を
通
し
て
保
護

者
に
送
付
し
て
い
る
。

心
配
が
あ
る
献
立
日
は

弁
当
を
持
参
し
て
も
ら
い

対
応
し
て
い
る
。

○
再
質
問

学
校
給
食
の
献
立
で
嫌

い
な
も
の
が
出
た
と
き
は

残
す
児
童
が
お
り
、
こ
れ

が
「
い
じ
め
」
に
つ
な
が

る
と
聞
い
て
い
る
が
。

星
教
育
長

学
校
給
食
の
関
係
で
の

「
い
じ
め
」
に
つ
い
て
は

聞
い
て
い
な
い
。

○
再
質
問

学
校
か
ら
の
報
告
だ
け

で
な
く
、
教
育
長
自
身
が

問
題
の
あ
る
学
年
の
保
護

者
と
懇
談
会
を
持
つ
等
、

解
決
す
る
よ
う
期
待
す
る
。

高
齢
化
対
策
は

最
近
の
高
齢
者
を
取
り

巻
く
社
会
環
境
の
変
化
と

し
て
、
核
家
族
化
の
進
行

で
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
が

増
え
て
い
る
。

健
康
な
う
ち
は
良
い
が
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

認
知
症
に
な
っ
て
来
る
こ

と
も
あ
り
、
他
の
人
が
気

づ
い
て
も
当
人
は
全
く
気

付
か
ず
、
最
悪
の
場
合
は

孤
独
死
に
な
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
本

町
の
対
応
策
は
。

伊
藤
町
長

認
知
症
は
全
国
的
に
増

加
の
傾
向
に
あ
り
、
高
齢

化
率
の
高
い
本
町
に
お
い

て
も
年
々
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
見
守
り
支
援

体
制
に
よ
る
安
否
確
認
訪

問
事
業
や
、
自
治
会
が
実

施
す
る
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
な
ど
を
整
備
し
て
、

高
齢
者
の
支
援
な
ら
び
に

対
応
に
努
め
て
い
る
。

第
５
期
の
介
護
保
険
事

業
計
画
で
は
、
支
え
合
う

地
域
づ
く
り
を
「
自
助
」

「
公
助
」
「
共
助
」
の
考

え
方
か
ら
進
め
て
行
く
こ

と
と
し
、
地
域
と
の
関
わ

り
合
い
の
中
で
の
支
援
、

認
知
症
に
対
す
る
理
解
と

早
期
発
見
、
治
療
な
ど
へ

の
サ
ポ
ー
ト
を
は
じ
め
、

介
護
者
へ
の
支
援
に
つ
な

が
る
認
知
症
講
演
会
な
ど

を
重
点
と
し
た
計
画
を
推

進
す
る
。

景
観
対
策
は

こ
こ
数
年
で
荒
廃
建
物

が
随
分
多
く
な
っ
て
い
る

が
、
景
観
か
ら
も
撤
去
が

必
要
な
と
こ
ろ
が
出
て
き

て
い
る
が
、
対
応
策
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

伊
藤
町
長

空
き
家
が
あ
る
と
感
じ

て
お
り
、
雪
の
重
み
で
屋

根
が
潰
れ
て
い
る
状
況
が

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。積

雪
に
よ
る
危
険
な
場

所
に
つ
い
て
は
、
回
避
す

る
と
い
う
対
応
策
を
講
じ

る
こ
と
も
検
討
す
る
。

空
き
家
対
策
と
し
て
、

和
寒
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
移
住
・
定
住
情
報
の
中

で
「
空
き
家
情
報
」
と
い

う
も
の
が
あ
る
。

個
人
の
方
に
協
力
を
い

た
だ
い
て
登
録
を
し
、
写

真
付
き
で
住
宅
を
公
開
し

て
お
り
、
問
い
合
わ
せ
が

あ
れ
ば
仲
介
し
空
き
家
を

な
く
す
努
力
を
し
て
い
る
。

○
再
質
問

商
店
街
の
シ
ャ
ッ
タ
ー

通
り
化
や
、
農
村
部
で
も

離
農
の
跡
地
に
建
物
が
建

っ
て
い
る
が
、
積
雪
で
潰

れ
て
み
っ
と
も
な
い
状
況

も
あ
る
。

将
来
に
向
け
て
景
観
づ

く
り
の
条
例
は
必
要
で
は

な
い
か
。

伊
藤
町
長

今
す
ぐ
で
は
な
い
が
、

将
来
的
に
は
そ
う
い
っ
た

対
策
を
行
う
た
め
の
条
例

整
備
は
必
要
に
な
る
と
い

う
見
解
は
持
っ
て
い
る
。

佐
々
木
広
行
議
員

問 学校給食によるアレルギー対策は　
●答  心配がある献立は弁当を持参してもらい対応

問 高齢化対策については
 ●答  介護者への支援につながる認知症講演会など

問 景観対策については
 ●答  将来的には条例整備は必要

▲認知症講演会の様子
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予
算
執
行
に
向
け
て
 

職
員
数
は

自
治
体
職
員
の
基
本
的

な
役
割
は
政
策
案
や
計
画

案
作
り
を
す
る
プ
ラ
ン
ナ

ー
、
政
策
実
現
の
い
わ
ば

仕
掛
け
を
す
る
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
及
び
政
策
実
施
の

総
合
的
な
調
整
を
行
う
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
徹
す

る
こ
と
で
あ
る
。

２
つ
目
は
、
有
能
な
人

材
の
確
保
と
育
成
に
関
わ

っ
て
は
、
自
治
体
の
政
策

水
準
は
、
政
策
力
を
持
っ

た
職
員
層
の
厚
さ
に
よ
っ

て
決
ま
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
実
効
性
の
あ
る
人
材

確
保
・
育
成
計
画
に
よ
る

人
材
戦
略
を
立
て
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
つ
目
は
、
職
員
の
年

齢
構
成
は
均
衡
の
と
れ
た

も
の
に
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

以
上
の
３
つ
の
視
点
か

ら
、
職
員
数
に
つ
い
て
質

問
を
す
る
。

行
政
改
革
を
推
進
し
た

こ
と
で
、
一
番
大
切
な
こ

と
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ

て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
般
職
員
・
特
別
職
　75

名
、
特
別
会
計
職
　
名
の

29

１
０
４
名
で
、
本
年
度
予

算
総
額
、
総
計
で
　
億
５

61

４
０
０
万
余
の
執
行
を
す

る
訳
だ
が
、
本
町
で
は
大

変
な
状
況
に
あ
る
と
思
う

が
、
対
策
は
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
た
い
。

伊
藤
町
長

行
政
改
革
を
遂
行
す
る

上
で
予
測
し
得
な
い
事
態

も
起
き
た
と
い
う
の
は
現

実
の
こ
と
で
あ
る
。

行
政
の
継
続
の
た
め
に

今
年
実
施
し
た
こ
と
は
、

あ
ら
か
じ
め
定
年
退
職
者

が
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
専
門
部
署
に
お
い
て

だ
が
、
前
倒
し
の
雇
用
を

さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

何
年
前
が
い
い
の
か
は

別
と
し
て
、
１
年
前
倒
し

し
て
職
員
を
雇
用
す
る
こ

と
で
、
職
場
環
境
に
慣
れ

て
も
ら
う
、
あ
る
い
は
必

要
な
資
格
等
を
研
究
、
取

得
し
て
も
ら
う
た
め
に
対

応
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

今
後
も
、
こ
う
い
っ
た

手
法
を
取
り
入
れ
て
い
く

べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

加
え
て
、
住
民
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
少
し
で
も
多

く
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
職

員
の
意
識
の
高
揚
、
資
質

を
高
め
る
と
い
う
こ
と
が

大
切
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て

い
る
。

結
果
的
に
は
、
何
と
言

っ
て
も
マ
ン
パ
ワ
ー
が
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町

民
か
ら
期
待
さ
れ
、
信
頼

さ
れ
る
職
員
と
し
て
力
を

発
揮
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
、
当
面
は
限
ら
れ
た
職

員
で
は
あ
る
が
、
一
致
協

力
し
て
事
務
事
業
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

 

女
性
管
理
職
の
 

数
値
目
標
は

女
性
職
員
の
管
理
職
へ

の
登
用
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。女

性
の
社
会
進
出
を
進

め
る
上
で
重
要
な
、
男
性

の
育
児
休
業
取
得
の
状
況

は
ど
う
か
。

発
展
さ
せ
る
環
境
整
備

な
ど
を
目
指
し
た
行
動
計

画
は
あ
る
の
か
。

第
３
次
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
で
、
女
性
管
理

職
の
割
合
を
ど
の
程
度
と

す
る
数
値
目
標
を
持
っ
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

伊
藤
町
長

ま
ず
育
児
休
業
の
取
得

だ
が
、
過
去
５
年
間
に
お

い
て
、
職
員
に
子
ど
も
が

生
ま
れ
育
児
休
業
を
女
性

が
取
っ
た
の
は
５
件
で
、

１
０
０
％
の
取
得
に
な
っ

て
い
る
。

男
性
の
育
児
休
業
の
取

得
は
０
で
、
取
得
率
０
％

に
な
っ
て
い
る
。

本
町
も
行
動
計
画
と
し

て
、
取
得
率
目
標
を
男
性

　
％
、
女
性
　
％
と
し
て

10

80

お
り
今
後
こ
れ
ら
を
実
践

で
き
る
よ
う
に
周
知
啓
発

に
努
め
て
い
き
た
い
。

女
性
管
理
職
の
登
用
に

つ
い
て
は
、
国
の
第
３
次

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

で
の
「
平
成
　
年
度
　
％

27

10

程
度
」
を
女
性
管
理
職
割

合
を
目
標
と
し
て
定
め
て

お
り
、
和
寒
町
も
こ
れ
を

目
安
と
し
て
い
る
。

現
実
的
に
は
、
和
寒
町

の
３
役
と
消
防
職
を
除
く

職
員
　
名
の
う
ち
、
課
長

95

ま
た
は
課
長
補
佐
職
に
あ

た
る
者
　
名
の
う
ち
、
女

24

性
は
６
名
で
、
率
に
し
て

　
％
に
な
っ
て
い
る
。

25
今
後
も
職
員
の
能
力
に

合
っ
た
適
材
適
所
の
観
点

か
ら
男
女
の
差
別
な
ど
を

し
な
い
よ
う
に
登
用
し
て

い
き
た
い
。

虻
川
政
義
議
員

問 職員数について対策は

●答  当面は限られた職員で

問 女性職員の管理職への登用は
 ●答  男女の差別なく登用していきたい

▲窓口対応の様子
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公益に関わる次の３件について、議員から意見書案が提出されました。

第１回定例会において審議の結果可決され、関係行政省庁に提出されました。

札幌航空交通管制部の
存続・充実を求める意見書

提出者　　　虻川政義

採決結果　　可決（全員賛成）

（要旨）

１．北海道での航空行政の枠組みを堅

持し、札幌航空交通管制部を存続す

ること。

２．広大な北海道の航空行政を充実す

るために、国の出先機関である札幌

航空交通管制部を充実すること。

自治体財政の確保と
地方分権の確立を求める意見書

提出者　　　金谷浩幸

採決結果　　可決（全員賛成）

（要旨）

１．地方交付税は、地方の固有財源であり、これを減額

しないこと。また、地方交付税を減額し、使途に制限

のある財政措置の計上については、自治体の自由裁量

権を著しく制限することから、行わないこと。

２．地方財政制度は、行政需要に基づき財源保障を行う

ことが基本であり、中立かつ客観的な地方財政計画、

地方交付税の算定に改めること。

３．地方公務員の給与決定は、自治体が自主的に条例に

より決定することが原則であり、国が臨時特例法で定

める給与削減を、自治体に強要しないこと。

ＴＰＰ交渉参加断固阻止に関する意見書

提出者　　　中原浩一

採決結果　　可決（全員賛成）

（要旨）

１．ＴＰＰ交渉参加の見送り

　　ＴＰＰは一次産業のみならず、医療、公共事業、金融、食の安全、雇用など様々な分野に影響が及

ぶ、国益を損なうきわめて重大な問題であり、とうてい国民の合意を得られる問題では無いことから、

政府は事前協議を含めた一切のＴＰＰ交渉参加に向けた取り組みを断念すること。

２．多様な農業の共存を明確に位置付けた貿易ルールの確立

　　我が国の貿易政策の基本として、多様な農業の共存、林業・水産資源の持続的利用が可能となるル

ールの確立を明確に位置づけ、これに基づき、重要品目については必要な国境措置を維持すること。
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長
く
厳
し
い
冬
も
よ
う
や
く

終
わ
り
新
緑
の
春
を
迎
え
ま
し

た
。

　
役
場
に
は
こ
の
春
、
７
名
の

新
規
採
用
職
員
が
入
り
、
各
課

に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
の
将
来
を
担
う
若
人
た

ち
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　
さ
て
先
日
、
国
の
機
関
か
ら

本
町
の
２
０
４
０
年
（
　
年
27

後
）
の
人
口
が
現
在
の
約
半
分

の
１
９
８
１
人
に
な
り
、
高
齢

化
率
（
　
才
以
上
の
人
口
比

65

率
）
も
現
在
の
約
　
％
か
ら
　

40

48

％
に
な
る
と
い
う
推
計
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
日
本
の
人
口
も
す
で
に
５
年

前
の
約
１
億
２
８
０
０
万
人
を

最
高
に
減
少
を
続
け
て
お
り
、

２
０
４
８
年
に
は
１
億
人
を
切

る
そ
う
で
す
。

　
そ
う
な
る
と
、
現
在
の
地
方

自
治
や
国
の
社
会
保
障
制
度
は

い
ず
れ
成
り
立
た
な
く
な
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
行
政
は
も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち

議
会
も
心
し
て
そ
の
対
応
を
急

が
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
ね
。

（
眞
佐
義
）

総
務
福
祉
常
任
委
員
会

塵
芥
処
理
施
設
を
視
察

　
３
月
　
日
に
愛
別
町
の
塵

28

芥
処
理
施
設
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　
和
寒
町
で
排
出
さ
れ
る
粗

大
ご
み
の
受
け
入
れ
を
し
て

い
る
施
設
で
、
事
業
内
容
等

を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

 

　
和
寒
町
議
会
会
議
条
例
の

第
　
条
に
お
い
て
、
「
議
員

69
は
、
閉
会
中
に
緊
急
性
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
町
の
事
務

・
事
業
に
つ
い
て
文
書
で
質

問
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
１
月
　
日
に
石
田
議
員
よ

28

り
議
長
へ
文
書
質
問
の
提
出

が
あ
り
、
翌
　
日
に
町
へ
提

29

出
し
た
と
こ
ろ
、
２
月
５
日

に
回
答
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
を
い
た
し
ま
す
。

文
 書
 質
 問

 「
灯
油
の
高
騰
に

助
成
を
し
て
は
」 

 文書質問

質 問 者：石田議員

件　　名：灯油の高騰に助成をしては

質問相手：伊藤町長

（質問の要旨）

　昨年８月の一般灯油単価は１狩あたり87円だ

ったが、１月26日には105円となり、今後も高騰

が予想される。

　家庭の暖房や、ハウス・キャベツ農家にとっ

ても灯油の高騰は経費が掛かり大変であるため、

福祉灯油・営農灯油など助成を検討し実施して

いただきたい。

文書質問回答書

　灯油価格の高騰は住民生活に与える影響は大

きいものと憂慮している。

　各自の努力だけでは生活不安をぬぐうことは

難しい状況にあると考えることから、低所得世

帯等を対象とした福祉灯油等購入助成事業の実

施を検討している。

　営農用の灯油については、問題が農業だけで

なく商工業等町内全般に関わると考え、灯油の

高騰により助成を検討することは適当ではない

と考えている。
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